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論 文 内 容 要 旨
WereportthefirstevidenceforthesuppresseddecaychainB~→ DKufolowedbyD-K+が ,WhereD
indicatesaDLOorDOstate,withasignificanceof4･10･An interferenceofthetwodecaypaths,correspond-
ingtothetwointermediateD states,providesanimportantinformationontheCp-violatingangle ¢ 3. We
measuretheratioRDK ofthesuppresseddecayratetothefavoreddecayrate,obtainedinthechainB-･+
DKJ,D→7FI,andtheasym etryADK betweenthecharge-conjugatedecaysofthesuppressedmodeas
R｡K-[1.63'04-｡41(stat)+007-0.1,(SySt)]×loll,
A.K--0.39'0261.28(Stat)+04-..,(syst).
Theresultsarebasedonadatasamplerecordedwith theBeledetectorattheKEKBe'e-Storagenng,
correspondingto772×106BB~pairsproducedattheY(4S)resonance.AmethodbasedonBayesianstatistics
includingtheobservablesforthechainsB-+ DK-folowedbyD-+CP-eigenstatesprovides
¢ ,-890'130-.6｡
(modul0 1800),whichisconsistentwiththeexpectationobtainedfrom theCabibbo-Kobayashi-Maskawa
frameworkinthestandardmodel.Ourstudystronglyencouragestheprecisemeasurementsof¢ 3atthenext-
generationB factories,whichwilplayanimportantroleforinvestigatingnew physics･
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論文審査の結果の要旨
cp対称性破れの角phi3は､B中間子崩壊に関わるはかのCP対称性破れの角philとphi2に比べて､測
定が困難であるが､標準理論を検証する上で重要である｡その測定には荷電 B中間子のDK崩壊が多く
用いられるが､なかでもD中間子の何種類かの二体崩壊を合わせて測定し､phi3を全体のフイットで求
めるADS法と呼ばれている手法は､D崩壊に関するモデル依存性を含まず､理想的な方法と考えられて
来た｡ただそのなかで重要な役割を果たす抑制された崩壊､BーがDK~に崩壊し続いてDがK+pi~に崩壊
するモードはこれまで観測されていなかった.堀井君は解析のプロセスを精査し､背景事象の理解を徹底
的に進めるとともに､ニューラルネットを用いた背景事象の除去を主導し､今回初めて有意なシグナルを
えることができた｡cp対称性破れの角phi3の測定はDの三体崩壊を用いるDalitz方があり､既にこの方
法に依ってphi3が約 15度の誤差で計られている｡しかし､Dalitz法には三体D崩壊の中間励起状態に関
するモデル依存性があり､10度程度の系統誤差となる｡堀井君は上のような改良を主導的に行う事で､
モデル依存性のないADS法に依ってphi3をDalitz法と同程度の誤差で測定する事に成功した｡この解析
は彼が修士論文のテーマとして取り上げたものでその完成に相当するo彼の修士論文では抑制されたモー
ドのシグナルは見えず､上限を与えるのみであったが､その結果はPhysicalReview Leters発表され､
LakeLouise国際会議で彼自身が発表した｡今回の結果は現在 physicalReview Letersの論文としてまと
められているところであり､彼自身がLaThuile国際会議で今月結果発表する｡上の二つのPhysicalRe-
view Letersの論文では堀井君が第-著者である｡また､博士論文は英語で書かれているが､非常に明快
で読みやすい｡以上の事は､堀井君が主導的で独立した研究を推進し結果をだすに充分な高度な能力と学
識を有する事を示している｡従って堀井君の提出した博士論文は博士 (理学)の博士論文として合格と認
める｡
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